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テーマ 1 ＥＳＤの推進 

 

1．取組概要 ①ねらい･目的 

○ グローバルな視点に立ち、将来にわたって持続可能な社会の担い手として

の人材の育成を目指す。 

・ 義務教育期間中においては「環境」「国際理解」「福祉」「人権」等の

学びを通して、多面的・総合的に考える力、未来像を予測して計画

を立てる力、他者と協力してつながりを尊重する態度等、自分にで

きることを具体的な行動として実践することができることを目指

す。 

・ 全市立学校がユネスコスクールに加盟している特色を生かし、文部

科学省の「グローバル人材の育成に向けた ESDの推進事業」の指定

を受け、他地域に先駆けて本事業を展開した。 

 ②概要 

１ 本市 ESDの情報発信 

・ 啓発リーフレットや実践事例集の作成と配布 

２ ESD研修会等の開催 

・ ユネスコスクール・ESD研修会、世界遺産学習研修会 

３ 市制 100周年記念「大牟田市ユネスコスクールの日」の制定 

・ 記念式典の開催  ・各学校でのイベント 

４ ユネスコスクール子どもサミットの開催 

５ ESD市民啓発講座の開催 

・ 市民講座や ESD体験講座 

2．現在の取組状

況 

１ 市教委で取り組んでいること（8月段階） 

・ 啓発リーフレットの作成と配布 

・ ユネスコスクール・ESD研修会の開催 

・ ESD体験講座「ネイチャースクール」の開催 

２ 学校で取り組んでいること 

・ 学校の特色に応じて環境、国際理解、福祉、郷土学習等に取り組ん

でいる。 

・ 「環境」「国際理解」「福祉」などの学習テーマを通して他地域の学

校と学校間交流を実施している学校もある。 

3．取組実施上の

問題点や課題 

学校中心に行われている ESDの取組をさらに深化させることや、社会教育

分野への広がり。 

4．今後の方向性 ○ 本市の取組を全国に発信するとともに、全国の ESD 実践地域との交流を

進め本市の取組の充実をめざす。 

○ 学校中心の現在の ESDの取組を市民全体の取組へと発展させていく。 

→「ESDのまち・おおむた」としてのブランド化を図る。 

 



テーマ 2 英語教育の推進 

 

1．取組概要 ①ねらい・目的 

○ 児童生徒の英語の実践力の育成を目指す。 

・ 小・中学校の指導においては、コミュニケーション能力の育成と、

児童生徒の発達段階に応じて「聞くこと、話すこと、読むこと、書

くこと」の指導を実施し、英語の実践力の向上を目指す。 

・ 本市ではこれまで全国に先駆け英語教育を推進してきたところであ

り、国が進める中学校の英語検定の実施に向けて、本市独自に新た

な事業に先行して取り組み、より質の高い英語教育を提供すること

を目指す。 

②概要 

１ 小学校モデル校 2校による外国の小学校との交流の実施 

２ 小学校での「イングリッシュ・サマースクール」の実施 

３ 中学校モデル校による「イングリッシュ・チャレンジ」の実施 

４ 小学校 6年生英検 5級、中学校 3年生英検 3級への英検受検料の補助 

５ イングリッシュセミナーの実施 

・英語で大牟田の説明ができる生徒の育成 

６ 「オオムタ・E1グランプリ」の開催 

・スピーチやコンテンツの発表 

７ 各学校への ALT（小・中学校）、LGT（小学校）の派遣 

2．現在の取組状

況 

１ 市教委で取り組んでいること 

・ 英検受検料の補助（募集中） 

・ イングリッシュセミナーの開催（月 2回程度の実施） 

・ 各学校の英語の時間や外国語活動への ALTや LGT の派遣 

・ イングリッシュ・サマースクールへの LGTやイングリッシュサポー

ターの派遣 

２ 学校で取り組んでいること 

・ 小学校モデル校による外国の小学校との交流（2校） 

・ 小学校での「イングリッシュ・サマースクール」の開催（全小学校） 

・ 中学校モデル校による「イングリッシュ・チャレンジ」の実施（1校） 

3．取組実施上の

問題点や課題 

○ 児童生徒の英語の実践力の一層の向上を目指していく上で，子どもが相手

意識・目的意識をもって「もっと英語をしゃべりたい。」という意欲を高

める取組の工夫をしていくことが課題と考える。 

4．今後の方向性 ○ 本年度より新たに開始した「英語教育ステップアップ推進事業」の取組の

充実を目指す。 

・ モデル校の成果等を他校へ発信し，各学校の英語活動の充実を目指

す。 

・ 英検受験に係る小・中学校における取組の推進を図る。 

・ 今後も「英語教育のまち・大牟田」を全国へ発信していく。 

 



テーマ 3 教育みらい創造室の取組 

 

1．取組概要 ①ねらい･目的 

ESD や英語教育をはじめとする本市の特色ある教育や、知育・徳育・体育

のバランスが取れた教育などの様々な取組を、より戦略的・総合的・効果的

に推進できるよう、業務の企画や情報発信などを行う。 

 ②概要 

○ 学校教育政策の総合調整や情報発信 

・ 学校教育施策の総合的な推進 

・ 教育委員会及び各学校の特色ある教育活動の市内外への周知 

2．現在の取組状

況 

○ 学校教育施策の総合的な推進 

・ 大牟田市学校教育振興プラン 2016～2019（大牟田市教育振興基本計

画）及び平成 28 年度大牟田市学校教育振興事業計画の策定と進捗管

理 

・ 祝 市制 100周年「大牟田市ユネスコスクールの日」制定記念事業（学

校教育表彰制度の創設を含む）の実施に向けた準備 

○ 教育委員会及び各学校の特色ある教育活動の市内外への周知 

・ 教育委員会だよりの発行（「広報おおむた」折込） 

・ 教育みらい創造室だよりの発行（保護者用・教職員用） 

・ 教育委員会ホームページを通した情報発信（コンテンツの充実） 

・ 各学校の 28年度のアピールポイントの把握 

・ 「FMたんと」を活用した各小学校の ESDの取組の紹介 

・ 「大牟田市の学校教育」パンフレットの作成（準備中） 

・ 新たな広報媒体の研究 

3．取組実施上の

問題点や課題 

・ 情報発信を行う上での、個人情報の取扱い（特に児童生徒の顔や名前） 

・ SNS（Facebook等）の活用の可否、あり方 

・ 情報発信の手法の戦略化 

4．今後の方向性 ・ 情報発信の更なる充実 

・ 本市の学校教育のブランド化に向けた調査研究（地域とともにあるユネス

コスクールの体制など） 

・ 大牟田市 ESD推進本部の機能の発揮 

 


